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第１６４３回例会 会長挨拶 

会長 大石昭裕 

本日はこちら米山梅吉記念館での移動例会であり、ゲストを

迎えるにも関わらず、非常に寂しい出席状況となり残念でたまり

ません。最後まで出席を喚起していただいた安本幹事、増田事

務員とともにご協力いただいた方に感謝いたします。 

さて、本日はＲＩ２５８０地区の東京江戸川ＲＣから石橋正男さ

んにお越しいただきました。後ほど司会から詳しい略歴の紹介

がございますが、本日の卓話をお願いするとともに、例会終了後

に次年度ＩＭ実行委員会に出席していただきます。よろしくお願

いいたします。 

もう一人のゲストは東京後楽ＲＣから志熊昌宏様にお越しいた

だきました。顔なじみの方も多いかと思いますが 1回目の柿田川

外来種駆除作業時は米山奨学委員会委員長であり、合同事業

を立ち上げた時のメンバーです。志熊様にもＩＭ実行委員会に

出席していただきますので宜しくお願い致します。 

ジョン Ｆ.ジャーム 

生子 哲男 

大石 昭裕 

安本 晋 

毎週月曜日１２：３０点鐘 
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スマイル報告 

 

  太田昭二 石橋さん、志熊さん、ようこそ。 

  原 修一  卓話を聞かせてください。 

  大石昭裕 石橋様、志熊様、ようこそいらっしゃい 

ました。 

  安本 晋  石橋様、志熊様、宜しくお願いします。 

  荒川康博 石橋様、志熊様、宜しくお願いします。 

  中田 真  石橋様、志熊様、宜しくお願いします。 

  中田 真  ロータリー財団へ。 

 
本日のゲスト・ビジター 

 

ビジター 東京東江戸川ＲＣ 石橋正男様 

ビジター 東京後楽ＲＣ 志熊昌宏様 

ゲストはありませんでした。 
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会長挨拶 幹事報告 

■ 事務連絡 ■ 

  ＊ロータリー米山記念奨学会より 

   ハイライトよねやま２０６号 到着 

     

■ 例会変更 ■ 

  ＊富士宮ロータリークラブ 

   ６月２６日(月)→夜間朝例会 

      

■ 週報到着 ■  

沼津北ＲＣ 



◆次回例会プログラム◆ ガバナー補佐第５回訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山奨学事業を立ち上げた先人 ～古澤丈作翁～ 

石橋正男様（東京東江戸川ＲＣ） 

日本のロータリーの諸活動の中で、とりわけ社会に対して大き

な貢献をしていると思われている奨学金制度【米山記念奨学金】

この計画を立案し実行に移した古澤丈作翁の深い信念に基づ

いたものは忘れてはならない。 

日本のロータリーは敗戦から４年目の昭和２４年（１９４９年）１１

月に東京ロータリークラブとして１５６名で再発足した古澤翁は、

この東京ロータリークラブの第４代の会長である。（因みに第３代

会長は当ＲＩ第２６２０地区甲府ロータリークラブの特別代表を務

め柏原孫左衛門氏である。同氏は再発足後、全国各地で多くの

クラブの特別代表を務めた日本のロータリー創生の大きな立役

者の一人である）。さて、古澤丈作翁がこの奨学事業の立ち上

げを意図させたものは何であったのか。今では推測の域を出な

いものであるが、その根底には米山翁に対しての敬慕の気持ち

の表れではなかったか。 

その一つは或る若い青年が強い勉学の意欲を持ちながら経

済的理由で断念せざるを得ない状況を知らされて、陰から勉学

資金を援助したということ、更に絶対に名前だけは知らさないで

くれという、言い換えれば陰徳の精神を聞かされ、深く感銘して

いたということ。 

その二は、昭和のはじめ世界的な大不況で、当時経営の中

枢にいた日清豆粕製造が資金的に大赤字になった折、米山翁

の三井信託銀行からの緊急融資で立ち直る事ができたという事

実への感謝の念。 

それらが古澤の心の中に深く染み込んでいたのではないかと

思われる。戦後になって、戦前中国大陸各地で多くの事業遂行

に伴う現地への過度の負荷に対し、反省の気持ちから現地に対

して役立つであろう奨学事業を立ち上げることに腐心したのでは

ないであろうか。 

古澤翁はその後の奨学事業の発展と隆盛をみることなく、昭

和３０年（１９５５年）７５歳を一期として黄泉へ旅立った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

会員数 
出席計算に 

用いた会員数 出席数 出席率 
前々回 4 月 24

日修正出席率 

１９名 １７名 ８名 47.06% 88.24% 

 

 

 

 

 

 

出席： 太田・濱田・大石・中田・川口 他      計８名 

 

欠席： 野口・菊地・前田・伊藤・小川・加部・坪内・石川 

    計９名 

ＭＵ：  中田                        計１名 

外部卓話 

賛助会費 

賛助会費を米山梅吉記念館・渡邉脩助理事長へお渡し致しました。 

本日は、東京東江戸川ＲＣの石橋正男様をお招きし、米山奨学事業を立ち上げた古澤

文作翁についてご高話いただきました。随行者として東京後楽ＲＣの志熊昌宏様がお

越し頂きました。 

石橋正男様と東京東江戸川ロータリークラブのバナー交換をさせ

て頂きました。 


